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1. はじめに 
近年,スマートエネルギーデバイスの一つとして街中
小水力発電機が提案されている.この小水力発電機を多
数設置するときで発電状況を監視し,情報を配信するシ
ステムが必要となる.そこで,本研究では街中小水力発電
機発電状況監視システムの構築を行う. 
2. 小水力発電機の概要 
本研究に用いる街中小水力発電機は平成２６年度地
域イノベーション戦略支援プログラム（山田技研塾）で
開発された.現在,街中小水力発電機の一つは福井県若狭
町の瓜割の滝に設置されている(図１). 
 
図１ 街中小水力発電機 
この街中小水力発電機は約 86W の電力を供給できる.ま
た,外部からの電源を必要としないので送電の行われて
いない山奥などでも稼働させることができる.  
本研究では多数設置された街中小水力発電機の発電状況
を遠隔監視し,これに加え付近の画像、気象情報等を瓜割
の滝へ来る観光客に向けて情報発信するシステムを構築
する. 
3. 配信システム構成 
図２に発電状況配信システム構成を示す.システムに
は街中小水力発電機,データベースサーバ,配信サーバか
ら構成されている.データベースサーバは小水力発電機
から発電状況を受け取り csv 形式で蓄積してゆく.デー
タベースサーバのシステムは山田技研によって既に公開
されているため,本研究では配信サーバの設計について
述べる. 
    
図２システム構成 
3.1. エージェントシステム 
収集されたデータは配信用サーバの外部にあるため,
データを一定時間ごとに SQLデータベースへ登録してい
く.このシステムをエージェントとして実装する.このシ
ステムは Pythonによって実装する. 
3.2. 発電状況監視用サービス 
任意端末から発電状況の閲覧を可能とするため web
を利用した監視サービスを提供する.利用者は web ブラ
ウザを用いて日時を指定した発電状況を閲覧することが
できる.発電状況はデータベースに登録されているので
過去にさかのぼって閲覧することができる.  
発電監視アプリケーションにおけるデータ可視化は
JavaScript グラフ描写 API を使用した.クライアントは
Webサーバへ Ajaxを用いて非同期にリクエストを送り監
視データを受信する.非同期通信により,更新された情報
のみを受信できる. 
3.3. Twitterを用いた情報配信 
観光客などに向けての情報配信も監視用サービスと
同様にあらゆる端末から閲覧できるように,Twitter へ
の自動つぶやき等のシステムを用いて実装する.twitter
への自動つぶやきは TwitterAPIを用いて Pythonで実装
する. 
4. 動作検証 
図３に発電監視用アプリケーションの表示例を示す. 
 
図３ 発電監視アプリケーション 
7月１日～7月 10日まで継続してシステムを稼働させた
ところ web アプリケーションは問題なく動作した.しか
しながらデータベースサーバ上の csv形式データに欠損
がある場合,エージェントにより取得したデータを正し
く SQLデータベースへ登録できなかった. 
5. まとめ 
本研究では小水力発電機の発電状況を遠隔監視し情
報を配信するシステムを構築した.今後の課題としてシ
ステムの拡張を行うことができるよう,システムをモジ
ュール化するなどの処置が必要である. 
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